
令和８年度  教 育 計 画 

                   内子町立五十崎中学校  
学校番号 224 

校長名 城戸 玲順 学級数 
７ 

（３） 
生徒数 123 教職員数 15 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目指す生徒像 

 

 

 

 

 

 

ふるさとを愛し、自ら学び、たくましく生きる生徒の育成 

組織体制の整備・充実 
学校を軸とした地域・家庭との連携 
相互のつながりが基盤となった課題解決の取組 

《校訓》 誠 実  

愛され信頼される、明日が待ち遠しい学校 

家  庭 

○ 望ましい生活習慣の育成 

○ 相互理解と連携・協力 

○ 生活状況の共有と支援 

地  域 

○ ふるさと学習の充実 

○ ボランディア活動の推進 

○ 地域行事への積極的な参加 

明るく思いやりのある生徒 

自ら学び考える生徒 

仲間と励まし合える生徒 

・主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業改善 

・新しい時代に求められる資質・能力の向上 

・自他の生命を尊重し、人間の生き方

について考えを深める心情の涵養 

 
 

五十崎地区学校運営協議会 

・社会性や豊かな人間性の育成 

・多様性を大切にする態度の育成 

 

令和８年度 内子町立五十崎中学校 グランドデザイン 
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【重点目標】 

１ 未来を切り拓く、しなやかでたくましい心身の育成 

２ 確かな学力の定着と向上による、時代に求められる資質・能力の育成 

３ 学校運営協議会を生かした、ふるさと教育の推進 

４ 業務改善と働きがいを大切にした、働き方改革の推進 

 

【重点項目】 

１ 互いのよさを認め合い、高め合える人間関係を育成し、困難に立ち向か

う、しなやかでたくましい心身を育てる。 

⑴  不登校の未然防止と、自己有用感を高める指導の工夫 

⑵  道徳科を柱とした自主性・自律性の育成 

⑶  人権・同和教育や特別支援教育を核とした温かい人間関係づくり 

２ 自ら学ぶ意欲を高め、他の考えを受け止め、自分の思いを的確に表現で

きる確かな学力を定着する。 

⑴  デジタルとアナログを効果的に融合させた、個に応じた指導の実践 

⑵  教科横断的な学習を生かした、主体的、協働的に取り組む態度の育成 

⑶  家庭と協力した学習習慣の確立による基礎・基本の定着 

３ 学校運営協議会の活性化による地域の教育資源の活用など、地域を巻き

込んだ実践を通して、ふるさとに愛着と誇りを持ち、将来の担い手となる

生徒を育てる。 

４ 部活動地域展開を見据えた体制構築と「内子町立学校の教育職員に関す

る業務量管理・健康確保措置実施計画」に即した働き方改革を推進する。 

管 

 

理 

 

運 
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１ 人事管理 

 ⑴ 教育公務員としての使命の自覚と、服務規律遵守の徹底 

 ⑵ 計画的な職務遂行による心のゆとりと、健康の保持増進 

 ⑶ 教職員の和を基盤にした、働き方改革を意識した休暇が取得しやすい

職場づくり 

２ 物的管理 

 ⑴ 生徒の目線にたった校内巡視や安全点検による危険の予測と事故防止

及びけがの予防 

 ⑵ 教育の場にふさわしい、整理整頓された環境づくり 

 ⑶ 施設･設備及び備品整備と効果的な活用及び火災・盗難等の防止 

３ 事務管理 

 ⑴ 効率的な事務処理と、個人情報の適切な管理の徹底 

 ⑵ 共同事務室と連携した正確迅速な事務処理と通知・通達の周知徹底 

 ⑶ 厳正な会計処理と諸帳簿の適切な管理による公正な金銭処理 

本

校

教

育

の

特
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 内子町五十崎地区には、約 400年の歴史を誇る「五十崎大凧合戦」が、毎

年５月５日の「こどもの日」に合わせて開催される。この行事は、愛媛県無

形民俗文化財にも指定されており、本校の生徒も総合的な学習の時間を利用

して準備を行い、この行事を盛り上げている。男子は大凧作り、女子は凧踊

りと飾り凧作りに取り組み、地域の方々から直接指導を受けたり上級生が下

級生に教えたりしている。このような時間を共に過ごす中で、郷土愛を育み、

地域の伝統文化継承に努めている。 
 


